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研究成果の概要（和文）：地中海世界の歴史において人びとの活動の重要拠点となった「島嶼」

に注目し、自然・生態環境に規定された人々の生活・経済空間としてのマイクロエコロジー圏、

および当該マイクロエコロジー圏が対外世界と切り結んだ経済社会ネットワークの構造分析を

行った。政治的、人為的に設定され認知されてきた「地域」「海域」概念、および歴史的統一体

としての地中海世界の存在論にも批判的検討を加えた。 
 
研究成果の概要（英文）：We investigated the roles and implications of Socio-Economic 
Networks between Mediterranean islands. The results of our research were as follows: 
firstly, data collected concerning to habitants’ daily lives, secondly, analysis of their 
attitudes toward the outer world of their own island, thirdly, careful survey on the 
implications of historical and contemporary investigations on so-called “Mediterranean 
World”.  
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１．研究開始当初の背景 
 F・ブローデルの『フェリペ２世時代の地
中海と地中海世界』(1949)は、地域／海域研
究に多大な影響を与えた。それは、歴史学、
地理学、政治学、社会学など、19 世紀以来の
諸学を総合し、国民国家の枠組みを前提とす
る学問態度を超えて、時代を見通す視座を提
示した。ただ、「地中海世界」なる実体の措
定は、議論の余地のあるところであった。ブ
ローデル以後、多くの「地中海域研究」が生

まれたが、本研究は、これらの「地中海世界」
をフィールドとした海域／地域研究の射程
と限界を論じながら、「地中海世界」におけ
る経済社会ネットワークの実相を抉り出そ
うとした。 
 
２．研究の目的 
 既存の海域研究全般を批判的にサーベイ
しながら、「地中海世界」における経済社会
ネットワークの実相を調査、研究することを
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目的とした。そうすることで、地域／海域研
究に新たな視点を加えようと企図した。 
 
３．研究の方法 
(1) 図書資料分析と聞き取り調査 
 地中海域研究の方法を検証するために、関
連する諸文献を蒐集し、解題を蓄積した。ナ
クソス島（ギリシャ共和国）、マルタ島（マ
ルタ共和国）、イビサ島（スペイン王国）、お
よび「陸の島嶼」としてのエジプト共和国オ
アシス地帯をサンプルとして取り上げ、現地
インフォーマントより彼らの経済的・社会的
ネットワークについての聞き取り調査を実
施するとともに、同調査を補完するために、
関連文献のサーヴェイを行った。 
(2) 統計 
 現地インフォーマントよりの聞き取り調
査を補完するために、統計資料でのマクロ的
状況把握も行った。これにより、各国政府等
が行うデータ管理のあり方についても批判
的検討を行うことを企図した。 
(3) 地図を活用 
 インフォーマントを「主体」として措定し、
サンプル地点を中心とする人的ネットワー
クの展開のあり方を、できるだけ地図上に可
視化することを試みた。 
(4) ワークショップでの討論 
 CERES（2009 年 3 月、チュニジア共和国
チュニス市）、およびトリエステ大学（2010
年 9 月、イタリア共和国トリエステ市）で国
際ワークショップを開催した。海外の研究協
力者を含む関係研究者が集い、それぞれの研
究成果を報告して、方法論および成果取り纏
めについて議論を深めた。 
 
４．研究成果 
 スペイン、イタリア、ギリシャ、トルコ、
エジプト、チュニジアの各フィールドに即し
て、各地域での島嶼社会コミュニティの現状
を分析した。 
 主な論点は、島嶼社会が対内的・対外的に
切り結んだ(1)社会関係、(2)経済関係、(3)
対外関係、である。研究メンバーが、それぞ
れの分担領域を中心に調査し、分析し、２冊
の欧文論集（Mediterranean World 20 (2010), 
21 (2012)）に取り纏めた。 
 本研究では、インフォーマントに即した具
体的なマイクロデータの蓄積に主力が置か
れたものの、総じて以下の認識を共有するに
至った。これは「地中海世界論」に繋がる一
般的「地中海世界」像であるかと思料される。 
(1) 島嶼社会は、現代にあっても緊密な対内
的人間関係を留保している。農地利用などに
見られるように、所有権が厳密に個人に帰さ
れることはなく、広い「家族」集団によって
土地保有がなされ、また地域社会によって、
その用益が享受されている。特に放牧地にあ

っては、家畜の自由な移動によって、厳密な
土地区画概念が希薄であった。 
(2) 各島嶼コミュニティで観察された家族
ネットワークのあり方は、およそ「地中海的
人間関係」を代表していると思われた。すな
わち、島嶼外に移住する家族成員が、都市部
および外国に展開している。その連絡は緊密
に行われている。外国への通信も頻繁である。
域外転出者が（特に夏季には）島嶼に戻って
滞在するケースも多い。かかるケースの摘出
からは、それらを 20 世紀の各地域の歴史の
なかに置くことで、より立体的な歴史叙述が
可能になる、と歴史学方法論上の可能性も感
得された。 
(3) 経済活動については、各島嶼社会の置か
れた自然環境との関係で、個別具体的に論じ
られなければならない。農地、放牧地、地中
海沿岸コミュニティにあっては漁業、と、生
業パターンは単純ではない。また、もちろん
1960 年代以降は、観光業も大きな展開を見て
いる。20 世紀後半以降の各島嶼コミュニティ
の経済活動基盤の変化は、今後とも観察、分
析されてしかるべき観点と思料された。人類
学者が、各地域の「伝統社会」の記述を行っ
てはいるが、「近代化」に伴う「生活基盤の
変化」は、なお分析対象とされてはいない。
また、ＥＵ統合に伴う経済制度の変化と地域
経済の変容も、論点とされるべきである。本
研究では、この近時の「変容」について十分
な調査を行うことはできなかった。 
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